
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「業況ＤＩ今期は好転傾向も、来期は悪化の見通し」 

～「日田商工会議所」市内企業景気動向調査結果～ 

○調査対象期間：令和８年１月～令和８年３月期 

○調査企業：５０／１１０社（回収率 ４５．５％） 

（製造業）10／20,（建設業）8／20,（サービス業）10／20,（卸売業）6／20,（小売業）17／30 

○調査項目：売上・採算・業況等についての状況（現状・見通し）および業界として当面する問題 

【調査結果の概要】 

 全業種合計の業況ＤＩは 0.0ポイント(前期比 19.6↑)で、回復傾向となった。業種別ＤＩでは建設業 12.5ポ

イント(同 39.8↑)、サービス業 40.0 ポイント(同 40.0↑)と好転傾向。製造業 20.0 ポイント（前期比 3.3↑） 

小売業 ▲29.4 ポイント(同 6.3↑) 卸売業 ▲33.3 ポイント(同 3.3↓)と横ばい。業況ＤＩの来期見通しについ

ては、卸売業は回復傾向、製造業・小売業・サービス業は悪化傾向、建設業は横ばい傾向の見通しとなった。今

期の売上ＤＩについては、全業種合計で 17.6ポイント↑と回復傾向、今期の採算ＤＩについても、全業種合計で

19.6ポイント↑と回復傾向を示した。 
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・石油製品を中心に購入金額が高騰しています。金属材料、人件費、エネルギーコストは価格転嫁を進めていま

すが、石油製品（ナフサを原料とするもの）についてはどうすべきか決まっていません。しかし仕入れ先からは、

毎日値上げ要請や、品切れの連絡が入っており混乱し始めています。我々でできることは少なく、業界団体や国

レベルで対策を行っていただきたいです。（製造業） 

・原油の輸入量減少、価格高騰により、全ての材料・製品の単価が上昇し、工期の遅延、お客様との協議など経

営に与える影響が大きい。（建設業） 

・資材価格高騰により住宅需要の低下や着工控えがみられ、厳しい状況が続いている。見積書を作成しても短期

間で価格が変動するなど、先行きが不透明で受注判断も慎重になる。（建設業） 

・ひた pay 利用により代金等を先払いされる方が多く、4 月以降の売上が 3 月に前倒しになっていて、4～6 月期

の売上は減少する見通し。（小売業） 

（※ 裏面に続きます） 

建設業 

小売業 サービス業 

卸売業 

※ＤＩ値（好転・増加－悪化・減少）の傾向(前期比との比較) 

   ↑改善傾向   →横ばい   ↓悪化傾向 

製造業 



  

・主な受注は冠婚葬祭だが、近年は簡素化や件数減少により需要が縮小している影響で、売上が減少している（小

売業） 

・例年 3 月は、異動や送別会の影響で売上が増加する傾向だったが、今年は伸び悩んでおり、以前と購買傾向に

変化が見られている可能性があると思われる。（小売業） 

・イラン情勢による原油不足を理由に、今後運賃や資材値上げを数社から言われている（小売業） 

・売上の大半が地元顧客に支えられているため、比較的安定した売上状況で推移している（小売業） 

・現在、別府や福岡市といった近隣の主要都市と比較して、日田市内の宿泊者数が伸び悩んでいる点に強い危機

感を持っています。（サービス業） 

・中東情勢の関係で、資材が入りにくくなっている。資材が入らず、価格が高騰し、建築工事が少なくなり、発

注が減るという悪循環になってきている（卸売業） 



令和８年度１～３月　景況調査

左から　好転、不変、悪化

左から　前期、今期、来期

※ＤＩ＝「好転」「増加」企業　 ー 「悪化」「減少」企業割合
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土地 店舗・工場

機械・倉庫等 車輌・運搬具

付帯施設 ＯＡ機器

福利厚生施設 その他
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